
Rewriteの世界でヴァンガード

フグ

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｒ
ｅ
ｗ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ
の
世
界
で
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
５
６
８
Ｚ

【
作
者
名
】

　
フ
グ

【
あ
ら
す
じ
】

　
作
者
紹
介
で
す
。

皆
さ
ん
始
め
ま
し
て
今
回
出
展
し
ま
し
た
フ
グ
で
す
見
て
の
通
り
駄
作
で
す
が
、

こ
ん
な
作
品
で
も
暇
な
ら
し
ゃ
あ
な
い
か
ら
見
て
や
ろ
う
ぐ
ら
い
で
見
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

先
に
言
っ
て
お
き
ま
す
こ
ん
な
の
Ｒ
ｅ
ｗ
ｒ
ｉ
ｔ
じ
ゃ
無
い
っ
て
と
こ
ろ
は
多

々
有
る
の
で
ご
注
意
を
。

そ
れ
で
も
良
い
と
い
う
人
は
見
て
く
だ
さ
い
。
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ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
前
編
（
前
書
き
）

こ
の
グ
ダ
グ
ダ
感
た
ま
ん
ね
ー
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ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
前
編

吉
野
「
も
う
我
慢
な
ら
ね
ー
、
天
王
寺
俺
と
デ
ュ
エ
ル
し
ろ
。
」

　
そ
う
言
う
て
来
た
の
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
あ
り
不
良
の
吉
野
晴
彦
だ
。

瑚
太
朗
「
悪
い
が
吉
野
俺
は
デ
ュ
エ
ル
は
し
な
い
が
フ
ァ
イ
ト
な
ら
受
け
て
立

つ
ぜ
。

　
そ
し
て
、
こ
ん
な
風
に
返
し
た
軽
い
男
天
王
寺
瑚
太
朗
こ
そ
お
れ
で
あ
る
。

吉
野
「
よ
し
俺
と
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
フ
ァ
イ
ト
で
勝
負
だ
。
」

　
互
い
に
デ
ッ
キ
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
、
カ
ー
ド
を
５
枚
ド
ロ
ー
す
る
。

吉
野
「
俺
は
ノ
ー
チ
ェ
ン
ジ
だ
。
」

瑚
太
朗
「
俺
は
カ
ー
ド
を
２
枚
戻
し
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
２
枚
ド
ロ
ー
」

　
お
互
い
入
れ
替
え
が
終
わ
っ
た
か
ら
フ
ァ
イ
ト
開
始
だ
！
！
　

吉
、
瑚
「
ス
タ
ン
ド
ザ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
。
」

吉
野
「
バ
ト
ル
ラ
イ
ザ
ー
。
」

瑚
太
朗
「
コ
ン
ロ
ー
。
」

　
タ
ー
ン
１
吉
野
手
札
５
Ｖ
バ
ト
ル
ラ
イ
ザ
ー
瑚
太
朗
手
札
５
Ｖ
コ
ン
ロ
ー

吉
野
「
先
攻
は
貰
う
ぜ
、
ド
ロ
ー
！
シ
ャ
ウ
ト
に
俺
様
ラ
イ
ド
、
バ
ト
ル
ラ
イ

ザ
ー
は
左
後
方
に
コ
ー
ル
こ
れ
で
タ
ー
ン
エ
ン
ド
だ
。
」

　
タ
ー
ン
２
吉
野
手
札
５
Ｖ
シ
ャ
ウ
ト
左
後
方
ラ
イ
ザ
ー
瑚
太
朗
手
札
５
Ｖ
コ

ン
ロ
ー

瑚
太
朗
「
俺
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
ゴ
ジ
ョ
ー
に
ラ
イ
ド
コ
ン
ロ
ー
Ｖ
後
方
に
コ

ー
ル
さ
ら
に
バ
ー
を
左
前
方
に
コ
ー
ル

　
　
　
　
ア
タ
ッ
ク
フ
ェ
イ
ズ
バ
ー
で
Ｖ
に
ア
タ
ッ
ク
だ
。
」

吉
野
「
ノ
ー
ガ
ー
ド
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ド
ガ
ー
ル
パ
ワ
ー
＋
５
０
０

０
は
シ
ャ
ウ
ト
に
ヒ
ー
ル
は
し
な
い
な
」

瑚
太
朗
「
コ
ン
ロ
ー
を
ブ
ー
ス
ト
し
た
ゴ
ジ
ョ
ー
で
ア
タ
ッ
ク
。
」

吉
野
「
く
そ
、
ノ
ー
ガ
ー
ド
だ
！
」

瑚
太
朗
「
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
タ
ー
だ
パ
ワ
ー
＋
５
０
０
０
と
☆
＋
１
を
ゴ
ジ

ョ
ー
に
」
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吉
野
「
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
１
枚
目
ア
シ
ュ
ラ
カ
イ
ザ
ー
、
２
枚
目
ス
リ
ー
ミ

ニ
ッ
ツ
パ
ワ
ー
＋
５
０
０
０
を
シ
ャ
ウ
ト
に

　
　
　
そ
し
て
ド
ロ
ー
す
る
ぜ
！
！
」

瑚
太
朗
「
ド
ロ
ー
ト
リ
ガ
ー
か
ま
あ
仕
方
な
い
な
タ
ー
ン
終
了
だ
。
」

　
前
半
だ
け
で
ダ
メ
ー
ジ
３
点
付
い
た
こ
こ
か
ら
ど
う
な
る
か
は
後
編
に
続
く

！
！
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ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
前
編
（
後
書
き
）

今
回
は
時
間
が
無
か
っ
た
の
で
前
編
と
言
う
形
に
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
全

部
書
き
終
わ
ら
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
後
編
？
（
前
書
き
）

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
通
り
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
続
き
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
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ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
後
編
？

　
前
編
の
続
き
だ
が
、
こ
ん
な
展
開
に
な
れ
ば
良
か
っ
た
・
・
・

実
質
は
こ
う
だ

吉
野
「
天
王
寺
俺
と
デ
ュ
エ
ル
し
ろ
！
！
」

瑚
太
朗
「
悪
い
が
吉
野
俺
は
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
し
な
い
。
」

　
本
当
は
バ
リ
バ
リ
し
て
い
る
人
間
な
ん
だ
よ
な
あ
・
・
・

吉
野
「
決
闘
と
意
味
で
使
っ
た
！
」

　
本
気
の
目
だ
っ
た
。

　
見
た
目
通
り
の
一
匹
狼
だ
が
、
普
段
は
ク
ー
ル
だ
。

瑚
太
朗
「
残
念
だ
よ
吉
野
親
友
同
士
で
、
争
う
こ
と
に
な
る
な
ん
て
な
」

吉
野
「
て
め
え
と
親
友
に
な
っ
た
つ
も
り
は
ね
え
、
そ
い
つ
を
今
日
体
で
理
解

さ
せ
て
や
る
。
」

瑚
太
朗
「
ど
う
や
ら
本
気
み
た
い
だ
な
、
分
か
っ
た
受
け
て
立
つ
」

吉
野
「
放
課
後
、
裏
庭
に
来
い
、
そ
こ
で
ジ
・
エ
ン
ド
く
れ
て
や
る
。
」

瑚
太
朗
「
あ
あ
、
だ
が
ひ
と
つ
だ
け
言
っ
て
お
く
。
」

　
吉
野
の
波
動
に
当
て
ら
れ
た
俺
は
ニ
ヒ
ル
な
気
分
に
な
っ
て
言
う
。

吉
野
「
な
ん
だ
」

瑚
太
朗
「
俺
は
そ
う
簡
単
に
終
わ
る
男
じ
ゃ
な
い
」

吉
野
「
上
等
だ
、
そ
ん
な
て
め
え
の
吼
え
面
見
物
だ
な
。
放
課
後
だ
忘
れ
る
ん

じ
ゃ
ね
え
ぞ
」

瑚
太
朗
「
あ
あ
、
理
解
っ
て
い
る
。
」

わ
か

　
そ
の
約
束
を
忘
れ
て
俺
は
あ
っ
さ
り
帰
宅
し
た
。
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ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
後
編
？
（
後
書
き
）

ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
？
な
ん
て
ど
こ
に
も
出
て
な
い
じ
ゃ
ん
。

ま
あ
今
日
は
こ
ん
な
感
じ
で
切
り
上
げ
ま
す
。
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小
鳥
現
れ
る
前
編
（
前
書
き
）

今
回
は
ち
ゃ
ん
と
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
を
し
ま
す
。
オ
リ
カ
が
出
ま
す
。

小
鳥
の
デ
ッ
キ
は
グ
レ
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
で
す
。

ト
リ
ガ
ー
は
全
部
４
枚
ず
つ
で
す
。
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小
鳥
現
れ
る
前
編

　
そ
し
て
土
曜
日
の
夜
に
吉
野
と
の
約
束
を
思
い
出
し
た
。
月
曜
日
に
謝
れ
ば

良
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
そ
の
日
は
寝
た
。

そ
ん
な
事
を
し
て
い
た
か
ら
夜
に
召
集
が
掛
か
っ
た
。

　
し
か
し
今
ま
で
に
も
何
度
も
召
集
は
掛
か
っ
て
い
る
。

理
香
子
「
小
鳥
さ
ん
が
、
森
か
ら
帰
ら
な
い
の
で
、
連
れ
戻
し
て
き
て
下
さ
い
。

」瑚
太
朗
「
わ
か
り
ま
し
た
。
」

　
そ
う
言
わ
れ
て
、
俺
は
森
に
や
っ
て
来
た
。

小
鳥
「
Ｚ
Ｚ
Ｚ
］
　

し
ば
ら
く
行
く
と
小
鳥
は
寝
て
い
た
。

瑚
太
朗
（
無
防
備
だ
な
）

　
小
鳥
を
起
こ
す
た
め
に
、
体
を
ゆ
す
っ
て
み
る
が
、
小
鳥
は
起
き
る
気
配
が

全
く
無
い
。

瑚
太
朗
（
仕
方
が
無
い
、
奥
の
手
を
使
う
か
）

　
俺
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
小
銭
を
取
り
出
し
、
小
鳥
の
掌
に
落
と
し
て
い
っ
た
。

す
る
と
、
小
鳥
が
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
、
そ
の
場
で
起
き
上
が
っ
た
。

　
小
鳥
は
ね
ぼ
け
な
が
ら
挨
拶
を
し
て
き
た
。

小
鳥
「
あ
っ
瑚
太
朗
君
お
は
よ
う
」

　
俺
は
苦
笑
を
し
た
。

小
鳥
「
夜
だ
よ
！
暗
い
よ
！
」

　
と
小
鳥
は
周
り
を
見
な
が
ら
言
っ
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
自
分
の
周
り
に
あ
る
カ
ー
ド
を
片
付
け
出
し
た
。

瑚
太
朗
「
今
日
も
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
デ
ッ
キ
を
考
え
て
い
た
の
か
？
」

　
と
俺
が
言
う
と
、

小
鳥
「
そ
う
だ
よ
」

小
鳥
「
そ
う
だ
、
一
回
だ
け
、
フ
ァ
イ
ト
し
な
い
？
」

瑚
太
朗
「
別
に
良
い
が
大
丈
夫
な
の
か
？
」
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小
鳥
「
う
ん
問
題
な
い
よ
」

瑚
太
朗
「
よ
し
わ
か
っ
た
。
」

　
お
互
い
に
最
初
に
５
枚
ド
ロ
ー
す
る
。

小
鳥
「
私
は
カ
ー
ド
を
１
枚
戻
す
よ
」

瑚
太
朗
「
俺
は
３
枚
戻
す
」

　
そ
し
て
お
互
い
カ
ー
ド
を
入
れ
替
え
る
。

瑚
小
「
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
ザ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
」

小
鳥
「
ハ
イ
ド
ッ
グ
」

瑚
太
朗
「
ア
ン
バ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
・
ド
ー
ン
」

　
タ
ー
ン
１
小
鳥
手
札
５
瑚
太
朗
手
札
５

小
鳥
「
私
の
先
攻
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
に
ラ
イ
ド
ハ
イ
ド
ッ
グ
の
ス
キ
ル
で
左

下
に
Ｃ
し
て
タ
ー
ン
終
了
だ
よ
。
」

　
タ
ー
ン
２
小
鳥
手
札
５
瑚
太
朗
手
札
５

瑚
太
朗
「
俺
の
タ
ー
ン
デ
イ
ラ
イ
ト
に
ラ
イ
ド
、
ド
ー
ン
の
効
果
で
ダ
ス
ク
を

山
札
か
ら
、
手
札
に
加
え
る
。
デ
イ
ラ
イ
ト
で
ア
タ
ッ
ク
」

小
鳥
「
ノ
ー
ガ
ー
ド
だ
よ
」

瑚
太
朗
「
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
、
タ
ー
☆
ト
リ
ガ
ー
だ
＋
５
０
０
０
と
☆
１
を

デ
イ
ラ
イ
ト
に
」

小
鳥
「
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
１
枚
目
モ
ン
キ
ー
ル
ー
２
枚
目
ヒ
ー
リ
ン
グ
ロ
コ

ン
治
ト
リ
ガ
ー
だ
よ
ダ
メ
ー
ジ
を
１
枚
回
復
す
る
ね
。
」

瑚
太
朗
「
タ
ー
ン
エ
ン
ド
」
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小
鳥
現
れ
る
前
編
（
後
書
き
）

見
て
も
ら
っ
て
分
か
る
通
り
キ
ャ
ラ
の
デ
ッ
キ
は
原
作
っ
ぽ
く
作
っ
て
い
ま
す
。
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小
鳥
現
れ
る
後
編
（
前
書
き
）

　
小
鳥
の
デ
ッ
キ
は
さ
ら
に
強
く
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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小
鳥
現
れ
る
後
編

タ
ー
ン
３
小
鳥
手
札
５
枚
Ｄ
１
Ｖ
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
左
後
方
ハ
イ
ド
ッ
グ
瑚
太

朗
手
札
５
枚
Ｖ
デ
イ
ラ
イ
ト

小
鳥
「
私
の
タ
ー
ン
ド
ロ
ー
パ
ン
ダ
（
ジ
オ
グ
ラ
フ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
）
に
ラ
イ

ド
、
ハ
イ
ド
ッ
グ
の
ス
キ
ル
発
動
こ
の
カ
ー
ド
を
ソ
ウ
ル
に
入
れ
て
自
分
の
グ

レ
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
パ
ワ
ー
＋
３
０
０
０
す
る
。
パ
ン
ダ
の
パ
ワ
ー
を
＋
３

０
０
０
に
す
る
よ
。
そ
し
て
手
札
の
ち
び
も
す
の
ス
キ
ル
を
発
動
。
こ
の
カ
ー

ド
は
自
分
の
Ｖ
に
パ
ワ
ー
１
３
０
０
０
以
上
の
グ
レ
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
ユ
ニ

ッ
ト
が
い
る
時
ス
ペ
リ
オ
ル
ラ
イ
ド
が
出
来
る
ん
だ
よ
。
」

　
ち
び
も
す
パ
ワ
ー
１
１
０
０
０

（
Ｖ
／
Ｒ
）
Ｒ
に
自
分
の
グ
レ
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
が
な
い
時
パ
ワ
ー
－
２
０
０

０
。

（
Ｖ
）
こ
の
カ
ー
ド
が
グ
レ
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
ブ
ー
ス
ト
さ
れ
た
バ
ト
ル
の

と
き
こ
の
カ
ー
ド
の
パ
ワ
ー
＋
３
０
０
０
す
る
。

瑚
太
朗
「
常
時
パ
ワ
ー
１
４
０
０
０
と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
っ
て
事
だ
な
」

小
鳥
「
う
ん
そ
う
だ
よ
！
ま
だ
行
く
よ
、
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
ピ
ー
グ
を
左
前
方
に

Ｃ
さ
ら
に
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
を
左
後
方
に
Ｃ
す
る
よ
。
」

　
小
鳥
手
札
２
枚
Ｄ
１
Ｖ
ち
び
も
す
左
前
方
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
ピ
ー
グ
左
後
方
シ

ル
バ
ー
ウ
ル
フ

　
瑚
太
朗
手
札
６
枚
Ｖ
デ
イ
ラ
イ
ト

小
鳥
「
バ
ト
ル
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
の
ブ
ー
ス
ト
で
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ピ
ー
グ
で
デ

イ
ラ
イ
ト
に
ア
タ
ッ
ク
。
」

　
パ
ワ
ー
１
６
０
０
０

瑚
太
朗
「
タ
ー
で
ガ
ー
ド
。
」

小
鳥
「
ち
び
も
す
で
デ
イ
ラ
イ
ト
に
ア
タ
ッ
ク
。
」

　
パ
ワ
ー
１
１
０
０
０

瑚
太
朗
「
そ
こ
は
ノ
ー
ガ
ー
ド
だ
」

小
鳥
「
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
１
枚
目
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ア
ラ
引
ト
リ
ガ
ー
だ
よ
、
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パ
ワ
ー
＋
５
０
０
０
は
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ピ
ー
グ
に
そ
し
て
カ
ー
ド
を
１
枚
ド
ロ

ー
す
る
よ
、
２
枚
目
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
タ
イ
ガ
ー
醒
ト
リ
ガ
ー
パ
ワ
ー
＋
５
０
０

０
を
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ピ
ー
グ
に
し
て
ス
タ
ン
ド
さ
せ
る
よ
。
」

瑚
太
朗
「
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
バ
ー
だ
。
」

小
鳥
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ピ
ー
グ
で
ア
タ
ッ
ク
。
」

　
パ
ワ
ー
１
８
０
０
０

瑚
太
朗
「
ノ
ー
ガ
ー
ド
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
ガ
ト
リ
ン
グ
ク
ロ
ー
引
ト
リ
ガ
ー

だ
、
カ
ー
ド
を
１
枚
ド
ロ
ー
す
る
。
」

小
鳥
「
私
の
タ
ー
ン
は
終
了
だ
よ
。
」

　
タ
ー
ン
４

　
小
鳥
手
札
５
枚
Ｄ
１
Ｖ
ち
び
も
す
左
前
方
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ピ
ー
グ
左
後
方
シ

ル
バ
ー
ウ
ル
フ

　
瑚
太
朗
手
札
７
枚
Ｄ
２
Ｖ
デ
イ
ラ
イ
ト

瑚
太
朗
「
俺
の
タ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
ア
ン
ド
ド
ロ
ー
ダ
ス
ク
に
ラ
イ
ド
Ｖ
後
方
に

デ
イ
ラ
イ
ト
を
Ｃ
デ
イ
ラ
イ
ト
の
ス
キ
ル
発
動
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
を
捨
て
て
イ

ク
リ
プ
ス
を
デ
ッ
キ
か
ら
サ
ー
チ
す
る
。
左
前
方
に
ネ
ハ
ー
レ
ン
を
Ｃ
左
後
方

に
エ
ル
モ
を
Ｃ
さ
ら
に
バ
ー
サ
ー
ク
を
右
前
方
に
Ｃ
ス
キ
ル
で
Ｃ
Ｂ
２
で
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
ピ
ー
グ
を
退
却
さ
せ
る
。
右
後
方
に
バ
ー
を
Ｃ
。
」

　
小
鳥
手
札
５
枚
Ｄ
１
Ｖ
ち
び
も
す
左
後
方
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ

　
瑚
太
朗
手
札
２
枚
Ｄ
２
Ｖ
ダ
ス
ク
Ｖ
後
方
デ
イ
ラ
イ
ト
左
前
方
ネ
ハ
ー
レ
ン

左
後
方
エ
ル
モ
右
前
方
バ
ー
サ
ー
ク
右
後
方
バ
ー

瑚
太
朗
「
デ
イ
ラ
イ
ト
で
ブ
ー
ス
ト
し
た
ダ
ス
ク
で
ち
び
も
す
に
ア
タ
ッ
ク
。
」

　
パ
ワ
ー
１
８
０
０
０

小
鳥
「
ノ
ー
ガ
ー
ド
。
」

瑚
太
朗
「
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
バ
リ
ィ
。
」

小
鳥
「
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
パ
ン
ダ
。
」

瑚
太
朗
「
エ
ル
モ
で
ブ
ー
ス
ト
し
た
ネ
ハ
ー
レ
ン
で
ち
び
も
す
に
ア
タ
ッ
ク
。
」

　
ぱ
わ
ー
１
６
０
０
０

小
鳥
「
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
タ
イ
ガ
ー
で
ガ
ー
ド
。
」

瑚
太
朗
「
バ
ー
で
ブ
ー
ス
ト
し
た
バ
ー
サ
ー
ク
で
ち
び
も
す
に
ア
タ
ッ
ク
。
」
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パ
ワ
ー
１
７
０
０
０

小
鳥
「
ノ
ー
ガ
ー
ド
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
コ
ン
グ
完
全
ガ
ー
ド

が
落
ち
ち
ゃ
っ
た
よ
。
」

瑚
太
朗
「
タ
ー
ン
エ
ン
ド
。
」

　
タ
ー
ン
５

　
小
鳥
手
札
４
枚
Ｄ
３
Ｖ
ち
び
も
す
左
後
方
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ

　
瑚
太
朗
手
札
３
枚
Ｄ
２
Ｖ
ダ
ス
ク
Ｖ
後
方
デ
イ
ラ
イ
ト
左
前
方
ネ
ハ
ー
レ
ン

左
後
方
エ
ル
モ
右
前
方
バ
ー
サ
ー
ク
右
後
方
バ
ー

小
鳥
「
わ
た
し
の
タ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
ア
ン
ド
ド
ロ
ー
ラ
イ
ド
ス
キ
ッ
プ
Ｖ
後
方

に
ソ
ニ
ッ
ク
バ
ー
ド
を
Ｃ
左
前
方
に
パ
ン
ダ
を
Ｃ
右
前
方
に
モ
ン
キ
ー
ル
ー
を

Ｃ
。
」

　
ソ
ニ
ッ
ク
バ
ー
ド
パ
ワ
ー
７
０
０
０

（
Ｖ
／
Ｒ
）
Ｃ
Ｂ
１
こ
の
カ
ー
ド
の
パ
ワ
ー
を
＋
１
０
０
０
す
る
。

小
鳥
「
バ
ト
ル
モ
ン
キ
ー
ル
ー
で
ネ
ハ
ー
レ
ン
に
ア
タ
ッ
ク
。
」

　
パ
ワ
ー
１
０
０
０
０

瑚
太
朗
「
バ
ー
サ
ー
ク
で
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
。
」

小
鳥
「
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
で
ブ
ー
ス
ト
し
た
パ
ン
ダ
で
ネ
ハ
ー
レ
ン
に
ア
タ
ッ

ク
。
」

　
パ
ワ
ー
１
８
０
０
０

瑚
太
朗
「
ゲ
ン
ジ
ョ
ウ
で
ガ
ー
ド
。
」

小
鳥
「
ソ
ニ
ッ
ク
バ
ー
ド
で
ブ
ー
ス
ト
し
た
ち
び
も
す
で
ダ
ス
ク
に
ア
タ
ッ
ク
。

」　
パ
ワ
ー
２
１
０
０
０

瑚
太
朗
「
ノ
ー
ガ
ー
ド
。
」

小
鳥
「
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
１
枚
目
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
コ
ン
グ
２
枚
目
エ
レ
フ
ァ

ン
ト
ア
ン
カ
ー
☆
ト
リ
ガ
ー
☆
＋
１
と
パ
ワ
ー
＋
５
０
０
０
を
ち
び
も
す
に
。
」

瑚
太
朗
「
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
１
枚
目
ゲ
ン
ジ
ョ
ウ
２
枚
目
イ
ク
リ
プ
ス
。
こ

こ
に
来
て
の
空
ヒ
ー
ル
は
痛
い
」

小
鳥
「
タ
ー
ン
終
了
だ
よ
。
」

　
タ
ー
ン
６
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小
鳥
手
札
４
枚
Ｄ
３
Ｖ
ち
び
も
す
Ｖ
後
方
ソ
ニ
ッ
ク
バ
ー
ド
左
前
方
パ
ン
ダ

左
後
方
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
右
前
方
モ
ン
キ
ー
ル
ー

　
瑚
太
朗
手
札
２
枚
Ｄ
４
Ｖ
ダ
ス
ク
Ｖ
後
方
デ
イ
ラ
イ
ト
左
前
方
ネ
ハ
ー
レ
ン

左
後
方
エ
ル
モ
右
後
方
バ
ー

瑚
太
朗
「
俺
の
タ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
ア
ン
ド
ド
ロ
ー
イ
ク
リ
プ
ス
に
ラ
イ
ド
右
前

方
に
ラ
ー
ヴ
ァ
ア
ー
ム
を
Ｃ
バ
ト
ル
バ
ー
で
ブ
ー
ス
ト
し
た
ラ
ー
ヴ
ァ
ア
ー
ム

で
ち
び
も
す
に
ア
タ
ッ
ク
。
」

　
パ
ワ
ー
２
０
０
０
０

小
鳥
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
ア
ン
カ
ー
で
ガ
ー
ド
。
」

瑚
太
朗
「
デ
イ
ラ
イ
ト
で
ブ
ー
ス
ト
し
た
イ
ク
リ
プ
ス
で
ち
び
も
す
に
ア
タ
ッ

ク
。
」

　
パ
ワ
ー
１
７
０
０
０

小
鳥
「
そ
こ
は
ノ
ー
ガ
ー
ド
で
い
い
よ
。
」

瑚
太
朗
「
ト
リ
ガ
ー
チ
ェ
ッ
ク
１
枚
目
タ
ー
☆
＋
１
を
イ
ク
リ
プ
ス
に
パ
ワ
ー

＋
５
０
０
０
を
ネ
ハ
ー
レ
ン
に
２
枚
目
ド
ラ
ゴ
キ
ッ
ド
☆
＋
１
を
イ
ク
リ
プ
ス

に
パ
ワ
ー
＋
５
０
０
０
を
ネ
ハ
ー
レ
ン
に
。
」

小
鳥
「
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
☆
☆
！
！
な
の
？
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
１
枚
目
ヒ

ー
リ
ン
グ
ロ
コ
ン
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
た
っ
て
意
味
無
い
よ
！
一
応
パ
ワ
ー

＋
５
０
０
０
を
ち
び
も
す
に
２
枚
目
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
３
枚
目
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

ア
ン
カ
ー
私
の
負
け
だ
よ
。
」

　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
瑚
太
朗

瑚
太
朗
「
フ
ァ
イ
ト
が
終
わ
っ
た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
？
」

小
鳥
「
・
・
・
う
ん
そ
う
だ
ね
」

瑚
太
朗
（
よ
っ
ぽ
ど
悔
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
な
）

　
そ
し
て
２
２
時
に
帰
宅
し
た
。
小
鳥
は
理
香
子
さ
ん
に
何
も
怒
ら
れ
ず
に
そ

の
日
は
終
わ
っ
た
。
し
か
し
俺
た
ち
が
帰
っ
た
後
森
で
は
あ
る
組
織
と
あ
る
組

織
が
対
立
し
て
い
た
事
に
俺
は
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
。
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小
鳥
現
れ
る
後
編
（
後
書
き
）

　
今
回
は
オ
リ
カ
が
目
立
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

後
は
グ
レ
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
ア
イ
コ
ン
が
出
た
ら
そ
っ
ち
に
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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